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■ 新技術の開発（パイロットプラント規模） 

民間企業 

■ 新技術を実規模レベルにて実証 
  （実際の下水処理場に施設を設置） 
■ 新技術を一般化し、ガイドラインを作成 

国土交通省（B-DASHプロジェクト） 

■ 全国の下水処理施設へ新技術を導入 

地方公共団体 

革新的技術の全国展開の流れ 

■ 国際的な基準づくりに反映 
■ 実証プラントをトップセールス等に活用 

水ビジネスの国際展開支援 

LCCの大幅縮減 省エネ・創エネ化 

プロジェクトの効果 

下水道における省エネ・創エネ化の推進を加速するためには、低コストで高効率な革新的技術が必要。 

特に、革新的なエネルギー利用技術等について、国が主体となって、実規模レベルの施設を設置して技術的な検証を行い、ガイ
ドラインを作成し全国展開。 

新技術のノウハウ蓄積や一般化・標準化等を進め、海外普及展開を見据えた水ビジネスの国際競争力強化も推進。 

 ＜地方公共団体＞  
一般化されていない技術の 

採用に対して躊躇 

 ＜国土交通省＞ 
社会資本整備総合交付金を活用

し導入支援 

 民間活力による全国展開 

* Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage  High Technology  Project 

下水道革新的技術実証事業（B-DASHﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＊）の目的と体制 
 

国総研 
下水道研究部 

本省 
下水道部 

民間事業者等 民間事業者等 

地方公共団体 地方公共団体 

協力 協力 

公募審査、成果評価の依頼 公募の審査、成果の評価等 

研究体 民間事業者等 

地方公共団体 

協力 

委託研究契約 

評価委員会 
（学識者） 

※複数者か
らなる共同
研究体も可 

国 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
体
制
 

2 

http://www.nilim.go.jp/


3 

固形燃料化 
 

H24年度公募テーマ 

H25年度公募テーマ 

②下水汚泥の固形燃料化、 
  未処理下水の熱利用、 
  栄養塩(窒素)除去、 

  栄養塩(リン)除去･回収 

③バイオマス発電 
④管きょマネジメント  

H26年度公募テーマ 

⑤水素創出 
⑥省エネ型水処理 

⑦ICTを活用した戦略的  
  維持管理 

下水処理場 

放流 

下水 
汚泥 

バイオ 
ガス 

ガス精製 

ガス発電 

都市ガス・ 
発電・工場等 

発電所・ 
 製紙工場等 熱 

場内・ 
場外利用 

下水処理 

汚泥処理 

下水熱 
利用 

窒素 
除去 

処理場内 
利用等 

肥料 

水処理 
 ⑥省エネ型水処理 
 ⑦ICTを活用した運転制御 

   

リン 
回収 

⑤水素創出 

資 源 

エネルギー 

⑦ ICTを活用した浸水対策 H23年度公募テーマ 

①バイオガス回収・精製・発電 
  固液分離 

CNG車・ 
FCV車等 

 
ガス 
回収 

① 

水処理 
 ①固液分離 

④管きょ 

② 

③バイオマス発電 

エネルギー 

 B-DASHプロジェクトの概要  
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B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（１） 
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B-DASHプロジェクトの対象技術と実施箇所（２） 
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B-DASHプロジェクトの各技術の段階（H23-26） 
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管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱利用 
実証施設 
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No.2

No.1

大阪市下水道科学館 

大阪市海老江下水処理場 

沈澱池 

熱利用施設 

（全景） 

下水熱を空調に利用 

（B1Fフロア） 

熱輸送施設 

熱回収施設 

更生管径：φ810mm 

設置延長：82m 

空調負荷：暖房ピーク54kw 

       冷房ピーク99kw 

延床面積：512m2 
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技術導入ガイドライン案の策定と普及展開 
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下水道革新的技術実証事業の成果を踏まえ、これまでに技術
導入ガイドライン６編を国総研資料として刊行 

国総研B-DASH ホームページにて電子版を公開 

http://www.nilim.go.jp/lab/ecg/bdash/bdash.htm 

地方公共団体の下水道管理者等が導入検討に活用 

管路内設置型下水熱利用技術の導入ガイドラインの特徴は以
下の通り 

 ①下水道管理者のみならず、下水熱利用者による活用も想定 

 ②地域特性や熱需要側の利用見込みに応じて、技術導入に要するコスト・GHG

排出量・エネルギー消費量を試算することが可能 

 ③空気熱源方式及び管路外設置型熱回収技術との比較によるコスト・GHG排出
量・エネルギー消費量の縮減効果の試算例を提示 

ガイドラインの活用等を通じて、国内外の普及展開を加速 
（実証施設によるデモ・サイトセールスも） 

http://www.nilim.go.jp/
http://www.nilim.go.jp/lab/ecg/bdash/bdash.htm
http://www.nilim.go.jp/lab/ecg/bdash/bdash.htm

